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表 7 利水整備の各項目における環境への影響分析結果概要

影響分析結果概要案 整備内容

生態系・動物・植物 景観 人と自然との触れ

合い活動の場

Ａ案 現状維持 両郡地点では、魚類生息・生育環境から見

た河川流量不足日数は年平均 2.2日と、お

おむね必要流量※が確保されている。一方、

最下流の取水堰である東黒部頭首工下流

では年平均 12.6 日となっており、かんが

い期などの水利用が多くなる時期に必要

流量が不足している。

現状維持 現状維持

※必要流量：当該河川における動植物の生息・生育のために河川に確保すべき水理条件（水深、流速等）

を満足し得る流量。ここでは、河川における動植物の代表として産卵や遡上等の生活行動に

必要な水深や流速等が研究され比較的定量的知見が得られている魚類の必要流量を選定した。

（参考）

期別の必要流量設定根拠

地点 期別
必要流量

(m３/s)
設定根拠

両郡橋 3/ 1 ～ 6/25 2.38 ウグイ・ニゴイ産卵

6/26 ～ 7/31 1.88 アユ生息

8/ 1 ～ 11/20 2.21 アユ産卵

11/21 ～ 2/28 0.65 ウグイ生息

東黒部頭首工下流 3/ 1 ～ 6/25 1.58 ウグイ・ニゴイ産卵

6/26 ～ 7/31 0.58 ヨシノボリ産卵

8/ 1 ～ 11/20 1.58 アユ産卵

11/21 ～ 2/28 0.58 ウツセミカジカ産卵
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表 8 環境整備の各項目における環境への影響分析結果概要
影響分析結果概要

水環境
案 整備内容

生態系・動物・植物 土砂による

水の濁り
富栄養化

A 現状維持 ･東黒部頭首工魚道の改築などは行われないこ

とから、河川の縦断的連続性は改善されない。

･本川洪水時の祓川の水量補給（水門の改築やポ

ンプの設置）や水面確保（避難池の設置）等を

行わないため、洪水時の祓川の魚類生息環境は

改善されない。

･蓮ダムの淡水赤潮や濁水長期化等の水質改善

は、現在の対策を継続していく。

･蓮ダム下流のアーマーコート化や糸状緑藻類

の発生等の環境問題は更に進行する。

現状維持 現状維持

B 河川の縦断

的連続性の

改善

･東黒部頭首工の魚道の改築などにより縦断的

連続性が確保される。

･縦断的連続性が確保されることによりアユが

遡上し、東黒部頭首工の下流にあるアユの産卵

場となっている瀬でのアユの産卵行動が減少

する可能性がある。

－ －

C-1 本川の洪水

時の祓川で

の魚類生息

環境の改善

(水量補給)

･本川の洪水時に祓川へ水量補給を行うことに

より、魚類生息環境が改善される。(水門改築、

ポンプ等)

･本川の洪水時に水量を確保することにより、洪

水が長期化しても水際の植生への影響は無い

と予測される。

－ －

C-2 本川の洪水

時の祓川で

の魚類生息

環境の改善

(水面確保)

･祓川河道内に避難池等の水面確保を行うこと

により、本川の洪水時の祓川での魚類生息環境

は改善される。

･本川の洪水時には祓川上流の一部で水枯れ状

態となるが、影響期間は数日と考えられること

から水際の植生への影響は小さいと予測され

る。

－ －

D 蓮ダムの水

質改善

－ 現行の水質保全対

策を継続すること

によりデータの蓄

積し、効果の検証

を行っていく。

現行の水質保全対

策を継続すること

によりデータの蓄

積し、効果の検証

を行っていく。

E-1 蓮ダム下流

の環境改善

（土砂投入

実験）

土砂投入実験を継続することにより、動物・植

物への影響についてデータの蓄積を行うととも

に、今後、検証を行っていく。

土砂投入実験の継

続による下流への

土砂の濁りによる

影響についてデー

タの蓄積を行うと

ともに、今後、検

証を行っていく。

－

E-2 蓮ダム下流

の環境改善

（人工洪水）

人工洪水による下流の安全性の確保及び影響範

囲の把握を行い、可能性の検討及びデータの蓄

積等による効果の検証を行っていく。

人工洪水による下

流への土砂の濁り

による影響につい

て、今後、データ

の蓄積等による影

響の検証を行って

いく。

－
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＜環境Ｂ案：河川の縦断的連続性の改善＞

（現況）

４箇所の頭首工には魚道が設置されているが、最下流の東黒部頭首工は魚道の機能などが不十分

であるため魚類の遡上環境を不連続としており、アユの遡上時期には地元漁協により下流に溜まる

アユを採補し、上流で放流を行っている。

遡上機能が不十分な東黒部頭首工の魚道
東黒部頭首工：工業用水取水堰として三重県により昭和 26年に設置

（整備後）

東黒部頭首工魚道の改築などにより河川の縦断的連続性が改善できると予測される。

現状魚類の遡

上が可能

な区間 整備後

大臣管理区間


田
川
第
一
頭
首
工


田
川
第
二
頭
首
工


田
可
動
堰

東
黒
部
頭
首
工

祓
川

佐
奈
川
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（現状）

平常時

洪水時

平常時は祓川水門から

祓川へ水が分派してい

る。

洪水時は祓川水門を閉

じるため、祓川へ水が

流れなくなり、魚類の

生息環境の支障となっ

ている。

（整備後）

Ｃ－１案：本川の洪水時に、祓川への

水量補給をすることにより、祓川の水

枯れ区間がなくなり、魚類生息環境が

改善されると予測される。更に、水量

を補給することにより、本川の洪水が

長期化しても河岸沿いの植生への影

響は無いものと予測される。

Ｃ－２案：祓川に避難池等の設置によ

り水面確保を行うことにより、本川の

洪水時に祓川水門を閉鎖しても、魚類

は避難池に避難し生息することが可能

となると予測される。また、河岸沿い

の植生は、本川の洪水時による影響期

間は数日と考えられることから影響

は小さいと予測される。

［水量補給］ ［水面確保］
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＜環境Ｅ案：蓮ダム下流の環境改善＞

（現状）

蓮ダムの下流では流量が平滑化するとともに土砂供給量の減少により、アーマーコート化や糸状

緑藻類が発生している。

蓮ダム直下のアーマコート化と糸状緑藻類の発生状況

（整備後）

土砂投入実験を継続することによりデータの蓄積を行い、効果の検証を行っていく。また、

人工洪水による対策は下流の安全性の確保及び影響範囲の把握を行い、可能性の検討及びデー

タの蓄積等による効果の検証を行っていく。

土砂投入後 6週間後の河床では、投入された細かな礫が流下し糸状緑藻類を覆い、糸状緑藻

類が減少している。

6週間後の河床投入前の河床
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4. 複数案の比較
それぞれの複数案に対し、環境への影響分析の結果を踏まえ、比較・評価を行った。

評価の観点は、設定した「整備と保全の方向性」の達成度合、環境への重大な影響の有無の２点

で行った。

治水整備案については、環境への影響が小さく、整備後には自然の植生であるヨシ原が繁茂する

と予測されるＣ案が最も評価が高くなった。また、環境整備案では、各案において効果がみられる

ものの、Ｄ案とＥ案については、効果を検証するにはデータが不足しており、効果に不確実性があ

るため、今後、データの蓄積を行い、効果を検証していく必要がある。



表 9 整備の複数案の比較
案 整備内容 治水安全度 環境の変化 評価

Ａ 現状維持 H6.9 洪水の流下

は困難

･現状の環境が維持される －

Ｂ 河道掘削

（低水路掘削）

･低水路掘削を行うことにより水位が低下し、東黒部頭首工の下流にあるア

ユの産卵場となっている瀬の水深に影響が予測される。

･低水路掘削を行う際、濁水防止フェンスを用いて整備を実施することで、

下流への施工時の土砂による水の濁りの影響は軽減される。

×

Ｃ 河道掘削

（平水位掘削）

･樹木群や草地が喪失するが、周辺に代替環境が豊富にあり、更に平水位程

度の掘削により冠水頻度が増し、将来的にヨシ原等の回復が予測される。

･平水位程度での掘削であり、濁水防止フェンスを用いて整備を実施するこ

とで、下流への施工時の土砂による水の濁りの影響は無いと予測される。

◎

Ｄ 河道掘削

（河岸防護ラインま

での掘削）

H6.9 洪水規模の

流下が可能。

S34.9 洪水規模

の流下に対して

も当該地区の再

改修はない

･樹木群や草地が喪失するが、周辺に代替環境が豊富にある。

･洪水の流下の支障となる樹木の再生を抑える。

･平水位以上の掘削であり、濁水防止フェンスを用いて整備を実施すること

で、下流への施工時の土砂による水の濁りの影響は無いと予測される

○

Ｅ 樹木伐採 H6.9 洪水規模の

流下が可能。

S34.9 洪水規模

の流下に際して

は当該地区の再

改修が必要

･樹木群や草地が喪失するが、周辺に代替環境が豊富にある。

･洪水の流下の支障となる樹木の再生を抑える。

･既往最大洪水に対応するための再改修が必要であり、環境に対する再度の

影響を与える。

･樹木伐採のみであり､土砂による水の濁りは発生しないものと予測され

る。

△

Ｆ 樹木伐採＋河道掘削

（低水路掘削）

･低水路掘削を行うことにより水位が低下し、東黒部頭首工下流にあるアユ

の産卵場となっている瀬の水深に影響が予測される。

･洪水の流下の支障となる樹木の再生を抑える。

･低水路掘削を行う際、濁水防止フェンスを用いて整備を実施することで、

下流への施工時の土砂による水の濁りの影響は軽減される。

×

Ｇ 樹木伐採＋河道掘削

（平水位掘削）

･樹木群や草地が喪失するが、周辺に代替環境が豊富にある。また、将来的

にヨシ原の回復が予測される。

･洪水の流下の支障となる樹木の再生を抑える。

･平水位程度の掘削であり、濁水防止フェンスを用いて整備を実施すること

で、下流への施工時の土砂による水の濁りの影響は無いと予測される。

△

治

水

Ｈ 樹木伐採＋河道掘削

（河岸防護ラインま

での掘削）

H6.9 洪水規模の

流下が可能。

S34.9 洪水規模

の流下に対して

も当該地区の再

改修はない

･樹木群や草地が喪失するが、周辺に代替環境が豊富にある。

･洪水の流下の支障となる樹木の再生を抑える。

･平水位以上の掘削であり、濁水防止フェンスを用いて整備を実施すること

で、下流への施工時の土砂による水の濁りの影響は無いと予測される

△

利

水

Ａ 現状維持 － ･両郡地点では、魚類生息･生育環境から見た河川流量不足日数は年平均 2.2

日と、おおむね必要流量が確保されている。一方、最下流の取水堰である

東黒部頭首工下流では年平均 12.6 日となっており、かんがい期などの水

利用が多くなる時期に必要流量が不足している。

－

Ａ 現状維持 － ･現状が維持される －

Ｂ 河川の縦断的連続性

の改善

－ ･東黒部頭首工の魚道の改築などにより縦断的連続性が改善される。

･縦断的連続性が改善されることによりアユが遡上し、東黒部頭首工の下流

にあるアユの産卵場となっている瀬でのアユの産卵行動が減少する可能

性がある。

◎

Ｃ-1本川の洪水時の祓川

での魚類生息環境の

改善(水量補給)

－ ･本川の洪水時に祓川へ水量補給することにより、魚類の生息環境が改善さ

れる。(水門改築、ポンプ等)

･本川の洪水時に水量補給することにより、洪水が長期化しても水際の植生

への影響は無いと予測される。

○

Ｃ-2本川の洪水時の祓川

での魚類生息環境の

改善(水面確保)

－ ･祓川河道内に魚類の避難池を設置し水面確保することにより、本川の洪水

時の祓川での魚類の生息環境は改善される。

･本川の洪水時には祓川上流の一部で水枯れ状態となるが、影響期間は数日

と考えられることから水際の植生への影響は少ないと予測される。

○

Ｄ 蓮ダムの水質改善 － 現行の水質保全対策を継続することによりデータを蓄積し、効果の検証を

行っていく。

－

Ｅ-1蓮ダム下流の環境

改善(土砂投入)

－ 土砂投入実験を継続することにより、動物・植物や下流への土砂による濁り

での影響についてデータの蓄積を行うとともに、今後、検証を行っていく。

－

環

境

Ｅ-2蓮ダム下流の環境

改善(人工洪水)

－ 人工洪水による下流の安全性の確保及び影響範囲の把握を行い、可能性の検

討及びデータの蓄積等による検証を行っていく。(効果は不確実性を伴う)

－
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◎：環境への影響はないまたは小さい、あるいは「整備と保全の方向性」が十分に達成できる。

○：環境への影響はないまたは小さい、あるいは「整備と保全の方向性」がある程度達成できる。

△：環境への影響はある程度ある、あるいは「整備と保全の方向性」の達成があまり期待できない。

×：環境への重大な影響がある、あるいは「整備と保全の方向性」に対しより環境が悪化する。


